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この資料は、女性の「暮らしの質」を高めるための国民からの提案募集の結果につ

いて、すべての女性が輝く社会づくり推進室において整理したものである。 

 

 

Ⅰ．提案募集の概要 

 

１．期間 

   平成 26年 11月 14日（金）～12月 16日（火） 

 

 

２．募集方法 

   以下のいずれの方法でも提案可能とし、募集した。 

  ・（株）サイバーエージェントが運営する国内最大のブログサービス「アメーバ

ブログ」内の特設サイト又は公式ブログにおける提案 

・ＦＡＸ番号及びテーマを新聞等に掲載の上、ＦＡＸによる提案 

 

 

３．募集テーマ及び提案件数（提案件数はカッコ内の数字） 

   

第１回 
11 月 14 日

～ 

暮らしの「移動」をもっと気持ちよ

く          （392件） 

「トイレ」をもっと気持ちよく 

（434件） 

第２回 
11 月 21 日

～ 

「あなたの町」をもっと暮らしやす

く          （498件） 
あったらうれしい公園 （796件） 

第３回 
11 月 26 日

～ 

「子育てしながら働く」ために 

（451件） 

「いっしょに育児」するために 

（299件） 

第４回 
12 月３日

～ 

必要としている人に、情報を届ける

ために        （427件） 

女性に知ってほしい情報を届ける

ために        （177件） 

第５回 
12 月 10 日

～ 

世界に伝えたいもの 

（446件） 

【フリーテーマ】暮らしの提案 

（206件） 

   （総件数 4,129件） 
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Ⅱ主な提案事項 

主な提案事項は以下の通りである。なお、類似する提案は事務局の文責にお

いて整理した。また、「【フリーテーマ】暮らしの提案」にいただいた提案につ

いては、内容に応じ、適宜各項目に整理している。 

 

Ａ移動をもっと気持ちよく 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)バリアフリー化の促進 

① 電車の乗り換えなどでのエレベーターが完備されていると、子連れや高齢者に

とって移動がスムーズである。 

② 介護カーが必要なお年寄りやベビーカーを利用する方は駅の階段に苦労して

いる。昇降用のエスカレーターを駅に設置して欲しい。 

③ バリアフリーが進むと、車椅子を使用している人だけではなく、ベビーカーを

押しているママさんにもみんなにも良い。 

④ 日本のバスは床が高いため、高齢者や子どもには不便である。位置が高くなる

ため揺れの不快度が高く、改良すべき。 

⑤ 脚の悪い人はバスの階段が一段一段高過ぎるため、身体にとても負担がかか

る。欧州のように、バス停自体がスロープになっていてバスのステップの高さま

であると良い。 

 

(2)ベビーカーを利用しやすい電車等 

① ベビーカー、子連れ、盲導犬を連れた方の専用車両があっても良い。 

② 鉄道会社には、子連れ優先指定席、グリーン車、航空会社には、子連れ優先便

などを設定してもらってはどうか。子連れでない人達も利用可能だけど、子ども

がいることを了解した上での利用としてもらうもの。 

③ 電車内にキッズスペースがあると気を遣わなくてよい。 

 

（3）ベビーカーのレンタル 

① 小さい子連れのお母さんは外出も一苦労。公共機関、施設等にベビーカーの無

料レンタルあるともっと気軽に外出できるのではないか。 

 

 (4)その他、移動における子連れへの配慮（授乳室マップ等） 

① 授乳室やトイレの場所などを示したマップがあればよい。 

② 乳幼児を抱いている方、ベビーカーを持っている方など、助けが必要だったり
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する人のために、補助要員、案内要員にはとっさの救助知識を教育すると良い。 

③ ショッピングモールなどで、どこかに預けられて最後にコンパクトにまとめて

受け取れるカウンターや、自宅配送のサービスがあれば便利。街中にも、荷物を

預けられるサービスセンターがあると良い。荷物が多い時は、荷物預かり所が懐

かしい。コインボックスには全部荷物入らない。また、荷物の出し入れをすれば、

お金かかる。荷物預かり所が復活すると良い。 

 

 

２．その他の提案 

 

① 傘をさしながら介助をするのは困難で、介助する側、される側双方とも、屋根

がないためにずぶ濡れになることが困る。 

② 少しの足安めで身体自身が回復したような気持になり、移動が楽になる。広場、

公園などにも椅子の設置をすることで、話し合いの場が出来て良い。 

③ バスは多く本数が有るわけではない。料金は安くした、小型のバスのようなも

のを増やしてほしい。 

④ 目的地がバス停間にあり、停車している場合には傍に寄せて止められるところ

なら止めて降ろしてくれるシステムにしてはどうか。 

⑤ 介護系の資格を持つタクシードライバーを育成してもよい。 

⑥ タクシーアプリを制作する等、乗り合いを気楽にできるように工夫する。 

⑦ 雨合羽スタイルがクールと言われるようになるとよい。 

⑧ 雨が降っても移動楽な自転車があるとよい。 

⑨ もっとフレックスタイム制度が普及すれば、満員電車の問題も解消につながる

のではないか。 

⑩ 歩車分離式交差点がもっと普及すればいい。横断歩道を渡っているとき、車が

スピードを落とさずに曲がってきて危ない思いをすることがある。 

⑪ 車の運転が危ない人に連絡が入り、注意勧告できるようになればいい。 
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Ｂ「トイレ」をもっと気持ちよく 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)待ち時間の少ないトイレ 

① 女性用トイレの行列をなくしてほしい。施設によっては、男性用トイレを臨時

の女性用トイレとして活用している場合もあり、工夫できないか。 

② トイレの個室内でスマホをするなど、長居する人がいるので、一定時間が経過

した場合はアナウンスを流してはどうか。 

③ 女性用トイレの個室が少ないと、次の人を待たせてはいけないというプレッシ

ャーを感じてしまう。個室が５個以上あれば心に余裕ができる。 

④ イベント会場の近くのトイレでは、イベント開催時に、女性用トイレにだけ長

蛇の列ができることがある。こうしたトイレでは、イベント会場の収容人数に見

合った数の個室を設けてほしい。 

 

(2)子育て中でも利用しやすいトイレ 

① トイレの個室内にオムツ替え用の台が備え付けられている場合があるが、１歳

を過ぎると落ちそうになることがあり、危ないと思う。代わりに専用のマットス

ペースを設け、膝をついてオムツ替えができるようになると便利だと思う。 

② 同じ個室内に、通常の便器と子ども用の便器を併設した個室を設けてほしい。

現在、子どものトイレトレーニングを行っているが、非常に時間がかかるし、嫌

がることもある。子ども用の便器があれば、喜んで自ら行きたいと言ってくれる。 

③ トイレの近くに授乳室があると嬉しい。授乳しようとしたら、授乳室は別の階

だったこともよくある。 

④ ベビーカーが入る個室があるのに、入口が狭いためにベビーカーが通りにくい

トイレがある。 

⑤ 男性用トイレにもオムツ替え用の台を設置してほしい。 

 

(3)安全なトイレ 

① 女性用トイレの入口に防犯カメラを設置してはどうか。 

② 運用には限界があると思うが、防犯用や呼出用のブザーがあれば安心できる。 

③ 照明は明るい方が安心。一人で暗くて誰もいないトイレに入るのは怖いので、

トイレの照明は明るく、かつ、できれば黄色よりも白色の方がよい。 

④ 盗撮も問題。公共のトイレで個室のドアや壁の修理跡を見るとぞっとする。 

 

(4)災害に強いトイレ 

① 災害時に断水、停電しても使える、地震でドアが歪んでも出られるトイレが
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あればよいと思う。 

② 震災時に、一避難所あたりのトイレの数が圧倒的に不足していて、衛生状態

も最悪だった。災害時にすぐに使える仮設トイレをもっと充実してほしい。 

 

(5)快適なトイ レ 

① 不特定多数が使うトイレにフタはいらないと思う。フタに触るのは極力避け

たいし、フタを開ける際に「流れていないかも」と考えるだけでストレスにな

る。 

② トイレの各個室にランプを設けて色で空き状況や故障の状況を示してほし

い。並んだ挙句、空いた個室のトイレに入ったら水が流れなかったり、ひどく

汚れていたりすることがあるが、今さら列に戻ることもできず困ることがある。 

③ トイレの個室内に鏡を設け、用を足しながら身だしなみをチェックしたい。 

④ トイレの壁にイラストが描かれていれば、トイレのイメージも明るくなる。 

⑤ 照明が明るいと、良い雰囲気でトイレに入れると思う。 

⑥ 清潔が一番だが、冬の時期にはトイレが寒くないことも重要。 

⑦ 服が便器に付きそうになるので、トイレの個室をもう少し広くしてほしい。 

⑧ 個室内に荷物を掛けるフックを増やしてほしい。また、位置が高過ぎるもの

があるので配慮してほしい。 

⑨ 水洗レバーの位置が分かりやすいと初めての人にとって使いやすい。 

⑩ 水が流れる音を出す機能（トイレ用擬音装置）があるとありがたい。 

⑪ 手を乾かすハンドドライヤーを複数設けてほしい。また、ペーパータオルも

併せて設置してほしい。 

 

(6)清潔なトイレ 

① 換気扇では空気の入替が十分でない場合もあるので、強力なトイレ用のエアコ

ンがあればよいと思う。 

② 気になるのは匂いと汚れ。瞬間消臭機能や自動清掃機能があればいいと思う。 

③ 公共のトイレの手洗い場を全て自動化してほしい。蛇口だと、最後に水を止め

る際に再び汚れた蛇口に触らなければならない。 

④ 洋式トイレにはアルコール除菌スプレーを設けてほしい。 

⑤ やはり綺麗なトイレがよい。公園のトイレは行く気になれないし、怖い。また、

温水洗浄便座があれば一番ありがたい。 

⑥ 掃除後にトイレの床が水浸しになっていることがあるが、もっと乾燥している

とよい。 

 

(7)清潔さ、快適さを保つ工夫 ～トイレ利用時のマナー向上～ 

① 綺麗にしたくなるトイレや、掃除をしやすいトイレがあればいい。最近はおし

ゃれなトイレも作られており、汚さないように使おうという気になる。また、汚
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したときのために、掃除用具が手に届くところにあればいいと思う。 

② 「きれいにお使いください」よりも「いつもきれいにお使い頂きありがとうご

ざいます」と書かれる方が、印象がいい。 

③ トイレットペーパーを中途半端に使い、伸ばしたまま出たり汚い切れ目を残し

て出たりする人がいる。もう少し次の人に配慮してほしい。 

④ 外国に、公衆トイレの入口にゲートがあり、お金を投入すれば中に入れるシス

テムの有料トイレがあり、綺麗だった。無人で清掃費を徴収することができるの

で、綺麗なトイレを求めるのであれば一考に値すると思う。 

 

(8)清潔さ・快適さを増す工夫 ～和式・洋式の比率～ 

① デパートに行くと洋式トイレばかりが満室になっている。これから高齢化も進

むので、和式を減らし、お年寄りでも使いやすい洋式を増やした方がよい。 

② 電車内のトイレは洋式の方が便利。和式が多いが、走行中に揺れることもある。 

③ 重度の左半身麻痺であり、トイレに苦労している。よく転倒するし、立ったま

ま小用を済ませるのも危険が伴う。しゃがむことができず、和式は完全に使用不

可能であり、本当に辛い。 

④ どこのトイレでも、最低１か所は和式を設けてほしい。洋式を気持ち悪いと考

える人もいる。自分は便座にトイレットペーパーを敷いてから利用しているが、

紙の無駄にもなってしまう。 

 

 

２．その他の提案 

 

① トイレの流し方は、レバーのものから自動のもの、手をかざすものまで様々

であり、目の不自由な人には分かりにくい。点字を探すのも大変。シャンプー

ボトルのように点字の場所を決めてある、音声で案内があれば使いやすい。 

② 障害者用トイレの中に、大人も横になってオムツを交換できるユニバーサル

ベッドを設けてほしい。幼児用のオムツ交換ベッドでは、小学生以上の障害児

のオムツ交換は不可能。 

③ 高速道路に大きな洗浄用ボタンのあるトイレがあった。子どもや高齢者にも

使いやすくて親切だと思う。 

④ 障害者用のトイレを増設してほしい。高齢者の増加とともに、車椅子の利用

者も増加が見込まれる。また、障害者のほか、ベビーカーを押している親子連

れが利用することもあり、子どもが多いと、利用時間が長くなりがち。 

⑤ 車椅子を利用しているが、トイレの高さが低いと、座るのも立つのも大変で、

転倒するおそれもあるので、配慮してほしい。 

⑥ 医療関係者目線として、オストメイトのトイレを増やしてほしい。 
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Ｃ「あなたの町」をもっと暮らしやすく 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)子育てへの支援 

① 子育て支援として、子供を学童から習い事に連れて行きたいが対応できない時

代行してもらえるサービスが良い。身内も近くに居ないという方には、少しでも

お金を払いつつ出来る限り自分も動くというシステムで成り立っていた。 

② 公共機関の入札時に、女性の活躍状況、ワークライフバランス等を優遇する仕

組みにしてはどうか。 

 

(2)地域コミュニティ（図書館・公園の活用） 

① 公共の図書館は文化の発進基地でありながら、地域コミュニティの場であるこ

とも重要である。漫画や絵本などがもっとあっても良い。それをきっかけに地域

の子供たちが集まり、親同士の交流が生まれ、他の人々との交流も広がる。 

② 図書館の中に広いコミュニティスペースがあったり、図書館と公園を併設した

りするのも良い。 

③ 様々な人が集まる公園を利用して、地域コミュニティをもっと大切にし、人と

人との触れあいをしていくことが、大切である。 

④ 特に都心部では、隣の人との交流が少ない場合もある。ただ、震災時のように

地域の人との助け合いの気持ちが多くの人の命を救いお互いを励ましあってい

る。これが日本の伝統の文化である。もっと助け合いの精神が育めるような町づ

くりをしていきたい。 

 

２． その他の提案  

① 土曜日の午後･日曜日も診てくれる医者が増えると良い。特に検診は、平日行

けない方が土曜に集中するので、時間帯を増やして欲しい。主要駅に、医務室が

あると嬉しい。 

② 以前、ボランティアで森林伐採作業を行ったが、県や外郭団体の方の指導の下、 

普段出来ないような公共作業を体験したり、お話を聞き、作業の必要性を理解し

た。こうした取組をもっと増やせばお互いにより理解できるのではないか。 

③ 自転車シェアリングサービス、駐輪スペースがもっとあれば、便利で環境にも 

配慮されていてよい。“みんなで共有する文化”に移行していくとよい。 

④ 空いている建物等、今眠っている価値・使われていないものに目を向けて、そ 

こに人を活かす仕組みで、防犯、まちの活性化ができるのではないか。 

⑤ 行政が運営する講座をもっと増やしてほしい。公民館のほか、空き家を借りる 

のも一手。託児サービス付きであればなおありがたい。 
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Ｄあったらうれしい公園 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)安全・安心な公園 ～管理人～ 

① 「公園安全管理人」という資格制度を創設してはどうか。護身術やリーダーシ

ップ、傾聴カウンセリング能力、救命知識等の習得を求め、各公園に配置する。

高齢者の雇用創出にもつながると思う。 

② シルバー人材センターを活用して「公園の先生」を置き、子どもに竹馬や缶け

り、お手玉等を教えてはどうか。 

③ 都市部の公園以外は、雑草だらけで危なく、暗く、トイレが汚い。ただの危な

い空間。シルバー人材センター等を通じて管理してもらえば、安全で綺麗な公園

になるのではないか。 

④ 公園内に交番を置き、お巡りさんと公園利用者が身近に触れ合える公園を設け

てはどうか。一人暮らしのお年寄りや一人で子育てする奥さんも、お巡りさんと

の話を通じて地域との接点を感じられるのではないか。 

 

(2)安全・安心な公園 ～設備等～ 

① 夜も明るいよう十分な街灯を設けてほしい。 

② 防犯上、公園の出入口は複数設けたほうがよい。 

③ ある程度の広さがあって、子どもが遊ぶ場所が見渡せるほうがよい。 

④ 子どもがケガせず安全に使える遊具にしてほしい。 

⑤ 砂場での猫の排泄物による破傷風への感染のおそれをなくしてほしい。 

⑥ 災害時に広域避難所になるような公園があればよい。 

⑦ 公園にＡＥＤや救急箱を備え付け、応急措置ができるようにしてはどうか。 

 

 

２．その他の提案  

 

(1)便利で使いやすい公園 

① 公園に以下のようなものがあればいい。 

・自動販売機     ・食べ物を扱う売店  ・カフェ 

・綺麗なトイレ    ・更衣室       ・授乳室 

・オムツ替えスペース ・手洗い場      ・水飲み場 

・Ｗｉ－Ｆｉスポット ・時計        ・コインロッカー 

・喫煙スペース    ・ゴミ箱       ・駐車場 

・夏は花火、冬は焚き火ができるスペース 
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・動物用のトイレ、ドッグラン 

② バリアフリー対応の公園があればいい。 

③ 季節や天候を問わず使える屋内公園やドーム型公園があればよい。 

 

(2)遊べる公園 

① 遊べる公園として、こんなものがある公園があればよい。 

・アスレチック（大人用を含む） 

・テニスコート、バスケットコート 

・サイクリングロード 

・トレーニング機器、大人も運動できる遊具（高鉄棒等） 

・キャンプ場、テントサイト 

・ライブステージ 

・屋台 

② 用途が不明な柱など、遊び方が分からないものを置いてはどうか。使い方や遊

び方を試行錯誤しながら学べるとよい、 

③ 足の負担を軽くするため、ゴム製のチップやクッション材を敷いた道を設けて

はどうか。 

④ 何も遊具がなく、自由に野球やサッカーができる公園があればよい。 

⑤ 水遊びやボール遊び、夜のダンス練習ができる公園があればよい。 

⑥ 昔からの遊具を置き、扱い方を教えてくれるお年寄りがいるとよい。 

 

(3)ゆっくりできる公園 

① 赤ちゃんから老人まで楽しめ、デザイン性が高く、かつ実用的な公園があれば

よい。 

② ゆっくりできる公園として、こんなものが公園にあればよい。 

・広い芝生      ・樹木の木陰     ・池 

・噴水        ・遊歩道       ・ハンモック 

・屋根と避雷針のある休憩スペース、ベンチ  ・足湯 

・日本家屋（縁側と広い畳の部屋付き） 

 ・ひなたぼっこして、ぼんやりできる休憩所 

・ゆっくりメイクができる場所 

・美しいイルミネーション 

③ こんな公園があればよい。 

 ・日本の四季が感じられる 

・花がたくさん植えてあり、手入れが行き届いている 

・森林浴が楽しめる 

・海や夜景が見える 

・外でランチができる 
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・掃除が行き届いている 

・日中に音楽が流れている 

・楽器の練習ができる 

・動物がいる 

・野菜の栽培等が体験でき、食育も推進できる 

・落ちているものを採集してもよい 
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Ｅ「子育てしながら働く」ために 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)多様な働き方、休暇制 度 

① 子育てしながらのフルタイム勤務では急な残業も難しい。それぞれの家庭環境

に応じて勤務しやすいよう、様々な勤務形態を設けるなどの取組を進めてほし

い。（短時間勤務、在宅勤務等） 

② 産休・育休中に、会社や社会と完全に隔離されるのは好ましくない。２か月に

一度でも子連れで会社に来る機会を設ける、自宅でメールが読めるようできると

よいと思う。 

③ 育休中に派遣社員を代替要員として配置するのではなく、最初から自社にミニ

派遣部門を作っておいてはどうか。 

④ ＰＴＡや学校教育活動に参加する際の休暇があればいいと思う。 

⑤ 産休や育休を取る人がいる部署に手当を支給してはどうか。マタハラは解消さ

れるし、女性職員の妊娠出産を歓迎する風潮が生まれるのではないか。 

 

 (2)子育て・保育の助け合い 

① 同時期に出産した方が集まって、保育士とも連携しつつ、ローテーションで子

どもを見る仕組みがあればよい。地域の共同体づくりにもつながる。 

② 既に子育てを経験した方が、保育園のお迎え等を行うサポート制度を導入して

いる地域がある。「保育ママ」とは異なり、預かるのはごく短時間であり、預け

る側も安心感もあるので、もっと広がってほしい。 

③ ベビーシッターを国家資格化し、国がしっかりと育成・管理を行い、安価で利

用できるようにしてはどうか。 

④ 託児所とカフェが１つになった「託児所カフェ」を設けてはどうか。子育てし

ながら働ける一つのビジネスモデルとなり得るのではないか。 

⑤ 保育園が不足しているが、例えば、老人ホーム等でお年寄りと子どもが一緒に

生活できないだろうか。子どもはお年寄りから勉強や遊びを教わり、お年寄りも

子どもから多くの刺激を受けたりするなど、様々なメリットがあるのでは。 

⑥ 企業に託児所を設け、その運営を学生ボランティアに依頼してはどうか。就職

活動の際に優遇すれば、学生にとってもインセンティブになるのではないか。 

⑦ 夜まで開園している保育園や駅近の送迎付き学童保育があればありがたい。 

⑧ 小児科のある病院に託児施設を併設するなど、具合が悪くなった子どもを一時

的に看病してくれる、世話をしてくれる施設があればいい。 

⑨ 病気の子どもの一時預かりなど、とっさの際に地域で助け合える制度があれば

いい。既に似たような制度はあるが、事前登録が必要など、突発的な対応ができ

11 
 



 

 

ない。 

⑩ 保育施設や職場から近い空き家等を用いて、子育てに悩みを抱える方や、子育

ての仕方が分からない方を対象としたシェアハウスがあればいいと思う。 

⑪ シングルマザーと定年後の夫婦が同居するシェアハウスがあればいい。互いに

子どもの面倒を見たり老後の世話を焼いたりするなど、ウィンウィンの関係にな

るのではないか。 

 

(3)子育てに対する理解 

① 家事の代行サービスをもっと気軽に受けられたり、子育て中の世帯は割引でサ

ービスが受けられたりする制度があれば助かると思う。 

② 子育てで職歴に空白が生じた人を、正社員として雇う企業が増えたらいい。子

育てが理由であれば、空白がある職歴も評価されるべき。 

③ 企業は、妊娠したから戦力にしないとか干すといったことはやめるべき。 

④ 学校やＰＴＡの行事があまりに多過ぎて、共働きでは到底対応できない。 

⑤ 一人で仕事、子育て、家事の全てをやろうとすると、いつかパンクしてしまう

と思う。養育費の確保や、託児所の受入枠や受入時間の増加で、シングルマザー

でも睡眠時間が確保できると思う。 

⑥ 子育ては夫のサポートが重要。そのためには自宅と職場が近いことも大事。 

 

(4)才能を埋もれさせない 

① 外に出たくても出られない専業主婦はのんびり楽しんでいるわけではない。社

会に出にくくなり、才能があるのにもったいない人もいる。 

② 埋もれてしまっている女性の高い能力を発掘するのが企業側のすべきことで、

才能を生かしたい、働きたいと思う母親は自分のスキルを企業にアピールするこ

と。 

③ 独身の時は自分の好きな仕事を自分の都合で選べた。働くことも、現代は女性

にとっては自分らしくあることで、いきいきしているからこそ、子育ても充実し

てやっていける。 

④ 女性が働くことを重視しているのであれば、経験を生かせる保育士等にする道

もある。 

⑤ パティシエ、元保育士、保健師等をスタッフとし、ベビーカーへの配慮等もあ

るおしゃれなママカフェを例えば半官半民で運営する等あってもよいのでは。 

 

２．その他の提案  

 

① 有用な資格を持っていると、週１回でも、１日２時間からでも採用してくれる

企業は多い。子育てしながら働きたい方は予め準備しておくとよいと思う。 

② 家庭や学校でも、妊娠・出産後の暮らしやお金について詳しく教えておくべき。 
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Ｆ「いっしょに育児」するために 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)夫の働き方 

① もっと男性の仕事量、負担を減らした上で、減った負担で男性に育児や家事を

する機会を与えていくべき。 

② 父親が育児に参加するためには、残業をなくす、休日出勤をなくす、有給は必

ず使う、の３点をクリアー出来れば変わると思う。 

③ 私は育児休業をとるつもりである。子どもと一緒に過ごす時間が増えたら、き

っと子どもが真っ直ぐ育つ環境も作りやすい。自分が率先して育児休業を取るこ

とで、周りのお父さんたちにも良い刺激を与えたい。 

④ 父親は仕事をしている以上、関わっている時間がお母さんと比べると短い。こ

のため、父親と二人きりにすると乳幼児が不安がるのでイクメンできないのも原

因のひとつである。 

 

(2)周囲や家族、地域の協力 

① 男が育休取得したいと申し出ることが難しい雰囲気が問題である。 

② いっしょに育児するためには、周りの理解力と思いやり、夫婦の信頼関係が大

事である。 

③ 育児は、夫婦間だけでするものではなく、まわりのご近所の協力も借りてする

ものである。困ったら遠慮なく SOSを出す地域社会であるべき。 

④ 例えば公民館に、子育て経験者や保育士等の専門家が常に誰かいてくれれば人

も集まるだろう、地域の新しいコミュニティが生まれる。 
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Ｇ必要としてる人に、情報を届けるために 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)テレビやラジオ、新聞等を活用した情報提 供 

① テレビやラジオのコマーシャルで、消費生活相談先やＤＶ被害者の駆け込み先

を案内してはどうか。その際は、最後に電話番号を長めに映し出してほしい。 

② 地元テレビ局をもっと活用し、地元に密着した情報の発信を進めてはどうか。 

③ チラシ欲しさに新聞を購読している方も多いと聞く。購読率は低下しているも

のの、依然として新聞やチラシを使った情報提供は有効だと思う。 

 

(2)インターネットを活用した情報提 供 

① 全国の公的な支援をまとめているサイトがあればいいと思う。子育て支援など

は自分で情報を調べようとするかもしれないが、お年寄りのリフォーム支援など

はそもそも制度があることすら知らずに終わる人も多いのではないか。 

② 情報不足で困っている人は、利用者同士で質問や回答を行うサイトを閲覧する

ことが多い。そうしたサイトに公共機関ホームページへのリンクを貼り、そこで

「最寄りの役所に来て相談してください」などと呼びかけを行うとよいのでは。 

③ 新聞やテレビでの情報収集は受動的にならざるを得ないし、インターネットで

は能動的に情報収集できるが時間と労力を要する。自分の好みに合った情報を自

動で配信してくれるアプリがあると便利。 

④ 経済的に余裕がなく、情報機器を持てない層のために、「公的なネットカフェ」

のようなものを設けてはどうか。パソコンを持てない方でも、情報に接すること

ができるようにすることが重要。 

 

(3)コンビニ等、地域に密着した情報提供 

① スーパーやコンビニ、郵便局、銀行、病院など、普段訪れる場所で情報を発信

してはどうか。客の年齢層や属性もある程度分かるので、ターゲットも絞った周

知が可能ではないか。 

② 産婦人科や小児科の待合室に、保育園に関する情報が掲示してあれば便利なよ

うに、関係する人が絶対に来る場所で、情報を発信すべきだと思う。 

③ 地方の集落等においては、新聞配達員、郵便配達員、民生委員、介護士、福祉

団体、宅配便の配達員などに情報提供を担ってもらうのはどうか。  

④ 町内会の回覧板が有効ではないか。パソコンや携帯から情報を得られる若者と

異なり、お年寄りは情報を得る手段が少ないと思う。 

⑤ 町内の組織など、ローカルな組織をもっと活用すればいいのではないか。 

⑥ 自治体職員による情報発信をもっと進めるべき。多くの自治体職員は情報発信
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に不慣れで、中には余所者扱いするような方もいるが、自治体の取組やお勧めの

スポット、お得なサービス、危険なエリア等についてもっと発信してほしい。 

 

(4)対面や口コミでの情報提供 

① ひとりひとりが自分の体験談を発表する場があればいい。メンタルヘルスな

ど、専門家から説明されるよりも、実際に経験した本人の話を伺う方が説得力が

あるが、そうした機会が乏しいため、想像が一人歩きして偏見につながると思う。 

② 年齢・性別関係なく、口コミが最も信頼性が高く、広がる領域･速度が早いの

ではないか。どれだけ正確かつ分かりやすく「口コミによる情報提供」ができる

かがポイントになると思う。 

③ 人と人との絆が薄くなったことが、情報が届かない原因の一つになっているの

では。自分も人から問われれば答えるが、問われなければわざわざ答えない。 

 

(5)その他の手段による情報提供 

① 結婚で姓が変わった際など、節目の時に必要な情報を冊子にまとめて配布して

はどうか。仕事関係の免許について、姓の変更手続を失念してしまったことがあ

るが、言われなければそのような手続が必要だとは分からない。 

② 若者とお年寄りは情報の入手先や、持っている情報の内容が異なる。両者の情

報をうまく共有することができれば、必要な方に情報が届くことになると思う。 

③ 高齢者、一人暮らし、母子・父子家庭等に訪問して、困っていることを聞く御

用聞きのようなものがあればよいと思う。 

④ 簡単に情報を入手できる機能を、毎日利用しているデジタル家電に搭載すると

よいのではと思う。 

 

(6)効果的な情報の伝え方 

① 文章は短く、かつ、写真や図、イラスト等を利用するのが効果的だと思う。 

② 相手に見合った量の情報を提供するのが大切。相手が対応可能な範囲を超えた

情報を提供しても行動に移してもらえない。 

③ 回情報発信しただけで満足するのではなく、何回も繰り返し発信していかなけ

れば、実際には伝わっていないこともある。 

④ 駅構内の案内マークが大きく分かりやすい駅があるが、非常に便利だった。 

 

 

２．その他の提案  

 

(1)情報の取捨選択の重要性 

① 情報は既に大量に流れている。必要なのは、情報を受ける側が、必要な情報を

自ら取捨選択することである。そのためには、必ず複数の意見を聞き、その上で、
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他人を鵜呑みにするのではなく、最終的には自らが判断するという自覚を持つこ

とが大切。 

② 大抵のことはインターネットで調べることができる。むしろ、自分が何を知ら

ないのか、又は何を知るべきなのかを把握していないことの方が問題だと思う。 

 

(2)情報を求める方へのアドバイス 

① ソーシャルネットワークサービスの普及で様々な情報が社会に溢れているが、

仕事や人生で危機に直面した時に必要な情報は、現実社会の人脈からもたらされ

ると思う。普段から質の高い情報をもたらしてくれる知人を大切にするととも

に、人脈の横の繋がりをメンテナンスする必要がある。また、その人脈を引き寄

せるためには常にインプットとアウトプットのバランスを取らなければならな

いし、良い人脈の行き交う場所に居続けなくてはならないと思う。 

② かつては井戸端会議などで「自分が知らないことを知らない情報」が入手でき

た。ネット検索ではそうした情報は入手できない。様々なコミュニティに参加し

積極的にコミュニケーションを行う方が、有意義な情報収集ができると思う。 

③ 良い情報を得ようという熱意や好奇心があれば、自ずと必要な情報が入ってく

るのではないか。 

④ どこかに相談の電話をした際には、必ず「他にもこういうことを相談できると

ころはありますか」と尋ねる。一つの情報を鵜呑みにするのはとても危ない。 

⑤ インターネットで「○○ 相談」や「○○ 解決」などで検索すると、役所や

大きな相談機関は大抵ヒットする。 
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Ｈ女性に知ってほしい情報を届けるために 

 

１．女性の暮らしやすさにつながる提案  

 

(1)雑誌、商品等を活用した情報提供 

① 生理用品等女性が使用する日用雑貨に広告を掲載するとよい。 

② 生理用品や化粧品など女性が購入する商品と共にレジなどで一緒に渡すのが

よい。 

③ 女性はお菓子やスイーツのパッケージで、期間限定で情報提供してもよい。 

④ 食品買い物比率は男性よりも格段に高いので、食品スーパーの袋詰め台に情

報を貼り付けた無料頒布品を置く。または、スーパーの袋に入れてもよい。 

⑤ 子どもがいれば、子どもから渡してもらうようなものは確実に見るので、学

校や保育園、幼稚園から配布物は、かなり有効である。 

⑥ 女性向けのみの町の情報誌（子育て支援、女性向け DVシェルター、公的機関

の女性センターなど）を作って、重ねて化粧室に置いておいてはどうか。 

⑦ 旬の女優やモデルを使ってブログや雑誌で普及を促すとよい。 

⑧ 女性向けの雑誌は種類が増えており、情報源として大事である。特に年齢層

を絞り込んだ情報を発信する場合にはよい。 

 

(2)女性が多く集まる場所における情報提供 

① 随分以前から女性用トイレには、DV で悩んでいる方の駆け込み連絡先の名刺

サイズの物が置いてあるのは良く見かける。取りやすく、しまいやすくて素晴ら

しいアイデアである。DV 相手の男と一緒の時でも女性用トイレには入って来な

い。この一枚の小さな紙が困って悩んでいる人には助けを求める大きなきっかけ

になる。 

② トイレは女性だけ、または男性だけに伝えたい情報の提供スペースとしてもっ

と活用するべき。 

③ 電車の女性専用車両に広告を出す。 

④ 提供したい情報を載せたティッシュを女性に人気のある駅の前や美容院が多

い街などで配る。 

⑤ ネイルサロンやコスメショップなどでチラシを置いたり、レシートに印字した

りする。 

⑥ 美容室は女性の社交場としては非常に歴史も古く、そこで提供される情報の質

も極めて更新頻度が高い。顧客と顧客がなんとなく世間を始められる雰囲気や場

の設定をすることや、ママ美容師さんに勉強してもらい子育て支援の情報収集や

女性の自立支援になるような情報収集がサロンでできると良い。 
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(3)通信機器等を利用した情報提供 

① 女性には不可欠な生活用品のパッケージなどに、知ってほしい情報にアクセ

スできるアドレスや QRコードなどの情報を載せたら良い。 

② 使うもの、買うものに情報提供するのも良い。買う場所、買うコーナーに情

報があると目が行く。 

③ 女性に多く発症する難病になったことなど、自分は、経験をブログという手

段で伝えている。 

④ パソコン、携帯からの情報や友達などから情報色々入ってくる。 

⑤ 大手検索サイトで、上位にヒットするようにしておくのも良い。 

⑥ ブロガーやＴｗｉｔｔｅｒユーザーに委託して、情報を拡散してもらうと共

に、インターネット広告やテレビにコマーシャルに掲載する。 
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Ｉ世界に伝えたいもの 

 

 (1)文化、精 神 

① 以下のものを伝えたい。 

 ・おもてなしの精神   ・思いやり、誠実さ、優しさ  ・和の精神 

・おたがいさま     ・心遣い     ・自然を大切にする精神 

・公共の場所を使ったら綺麗にする文化     ・トイレの綺麗さ 

・時間・ルールを守る文化           ・秩序 

・能、狂言、歌舞伎、雅楽           ・茶道、華道、武道 

・日本食、和食     ・着物        ・神社仏閣 

・昔話         ・侘びと寂 

 

② 日本文化のことを聞かれても、よく知らないので翻訳アプリでも伝えられない。 

 

(2)製品、コンテン ツ 

① 以下のものを伝えたい。 

 ・温水洗浄便座     ・自動販売機 

・こたつ        ・工芸品 

・日本のおいしい食品  ・おにぎり    ・ＩＨ炊飯器 

・邦画         ・音楽      ・アニメ   ・ゲーム 

 

(3)平和、治 安 

①以下のものを伝えたい。 

 ・平和         ・治安の良さ     ・信仰の自由、人権尊重 

 

(4)景観 等 

①以下のものを伝えたい。 

 ・四季折々の日本の景色   ・富士山    ・京都 

・神社仏閣         ・年中行事   ・屋台 
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